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ＬＥＤ照明設備対応

災害停電時の避難誘導として
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本製品の特長
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【ＬＥＤ対応蓄光材】+【高耐候透明ウレタン樹脂】により、屋内外対応の塗料を実現

2030年には全ての照明設備がLEDに切り替えられます。
従来の蓄光材はLEDへの反応が弱いため発光が弱くなります。

ＬＥＤ対応蓄光材が
この課題を解決します。



塗布工程

りん光輝度性能

照射条件：D65光源200Lx、20分照射 ※JIS Z9107 安全標識準拠

項目 経過時間
測定結果
（耐候性
試験前）

測定結果
（耐候性試験
3000時間後
15年相当）

りん光輝度
（mcd／㎡）

消灯から2分後 550 550

消灯から20分後 100 100

消灯から1時間後 30 30

消灯から2時間後 10 10

消灯から3時間後 5 5

消灯から4時間後 2 2

項目 経過時間
測定結果
（耐候性
試験前）

測定結果
（耐候性試験
3000時間後
15年相当）

りん光輝度
（mcd／㎡）

消灯から2分後 100 100

消灯から20分後 35 35

消灯から1時間後 10 10

消灯から2時間後 5 5

消灯から3時間後 3 3

消灯から4時間後 2 2

照射条件：白色LED光源200Lx、20分照射 ※JIS対象外

被着体
処理条件
常態

処理条件
水浸漬

処理条件
加熱

モルタル ◎ ◎ ◎

溶融亜鉛めっき鋼板 ○ ○ ○

ポリカーボネート ○ ○ ○

塩化ビニル ○ ○ ○

ガラス ◎ ◎ ◎

ゴム ○ ○ ○

※JIS A6909建築用仕上塗材について
各種処理を行った後、引張治具を接着剤で取り付けます。
引張治具の周囲は被着体に達する深さまで切り込みを入れます。
引張治具を装着した試験体を引張試験機にセット後、引張強度
3mm/minで測定し、付着強度及び破壊状況を記録します。
なお、破壊状況は剥離面の割合を目視で評価します。

外装薄塗材 0.5N/mm2以上
防水形薄塗材 0.7N/mm2以上
外装厚塗材 0.5N/mm2以上
と規定されています。

付着性試験結果

※輝度と人間の視野間隔の目安

人間の目視による暗闇(0.00ｌｘ)での明るさの間隔 目安

はっきりと文字が読める 10mcd／㎡

なんとか文字が読める（判読可能） 5mcd／㎡

蓄光部が確認できる（誘目可能） 3mcd／㎡

なんとか蓄光部が確認できる（誘目可能） 2mcd／㎡

人間の目で視認できる限界 0.3mcd／㎡

試験条件：JIS A6909建築用仕上塗材準拠


